
日
本
共
産
党
市
議
団
は
11
月

26
日
、
２
０
０
８
年
度
の
予
算

要
求
書
を
豊
田
市
長
に
提
出
し

て
、
市
民
要
求
の
実
現
を
強
く

求
め
ま
し
た
。
予
算
要
求
書
は

①
暮
ら
し
、
②
教
育
、
③
生
活

環
境
、
④
行
財
政
の
４
つ
の
柱

か
ら
な
り
、
61
項
目
の
具
体
的

な
要
望
事
項
を
列
挙
し
て
い
ま

す
。(

２
面
に
全
文
）

党
市
議
団
と
の
懇
談
の
中
で

市
長
は
、「
来
年
度
予
算
で
、
３

才
未
満
児
の
医
療
費
無
料
化
や

妊
婦
健
診
の
助
成
回
数
増
を
お

こ
な
い
た
い
。
ま
た
、
磯
原
駅

東
口
へ
の
ト
イ
レ
設
置
な
ど
市

民
要
求
の
実
現
に
つ

く
し
た
い
」
等
々
と

述
べ
ま
し
た
。

行
革
案
の
中
で
廃

止
お
よ
び
民
間
委
託

の
対
象
と
な
っ
て
い

た
関
本
・
木
皿
の
両

市
立
保
育
所
は
「
廃

止
せ
ず
に
存
続
さ
せ

た
い
」
と
明
言
し
ま

し
た
。
ま
た
、
磯
原

駅
西
に
あ
る
東
電
の

施
設(

Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
、

今
年
12
月
末
で
閉
館

予
定)

に
つ
い
て
は

「
市
で
譲
り
受
け
て
住
民
の
た
め

に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
市
長
は
、
こ
の
ほ
ど

南
中
郷
工
業
団
地
に
㈱
花
見
台

自
動
車
と
い
う
企
業
の
進
出
が

決
ま
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
雇
用
は
、
大
半
が
地

元
で
の
採
用
と
な
る
見
込
み
と

の
こ
と
で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、「
今

後
と
も
是
々
非
々
の
立
場
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
要
求
を
実
現

す
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
す
」

と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
。

建
設
委
員
会
で
行
政
視
察

11
月
14
〜
16
日
、
市
議
会
の

建
設
委
員
会
の
行
政
視
察
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
視
察
先
は
、

①
島
根
県
出
雲
市
「
出
雲
ド
ー

ム
」、
②
岡
山
県
倉
敷
市
「
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
お
よ
び
市
営
住

宅
」、
③
大
阪
府
堺
市
「
小
水
力

発
電
設
備
」。

参
加
し
た
福
田
明
市
議
は
「
出

雲
で
は
当
時
の
市
長
が
『
日
本

は
元
来
、
木
の
文
化
』
で
あ
る

と
の
考
え
か
ら
小
学
校
や
公
民

館
、
そ
し
て
ド
ー
ム
も
木
造
で

造
っ
た
こ
と
。
倉
敷
で
は
家
賃

の
滞
納
や
住
環
境
に
優
れ
た
住

宅
建
設
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
た

こ
と
。
堺
で
は
環
境
に
配
慮
し

た
発
電
を
行
政
自
ら
が
実
践
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
各
自
治
体

か
ら
貴
重
な
教
訓
を
学
び
ま
し

た
。
今
後
の
本
市
の
行
政
に
も

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
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第４回定例市議会の日程

12月５日(水） 初日

12月11日(水） 一般質問

12月13日(木) 建設委員会

12月14日(金) 産業委員会

12月17日(月) 文教厚生委員会

12月18日(火) 総務委員会

12月20日(木) 最終日

地
域
福
祉
・
介
護
予
防
講
演

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
第
１
部

は
介
護
予
防
体
操
の
実
演
。
そ

し
て
第
２
部
が
表
題
の
講
演
会
。

講
師
の
袖
山
卓
也
氏
は
「
病
で

は
な
く
人
を
看
よ
う
」
と
、
臨

床
検
査
技
師
か
ら
介
護
職
に
転

身
し
た
と
い
う
35
歳
の
介
護
士

で
す
。

「
喜
怒
哀
楽
と
い
う
が
、
歳

を
と
っ
て
か
ら
は
喜
と
楽
が
大

切
。
笑
い
を
大
事
に
す
る
介
護

を
」
「
何
気
な
い
日
常
の
習
慣

に
そ
の
人
ら
し
さ
が
現
わ
れ
る
。

そ
こ
を
大
切
に
し
て
こ
そ
本
当

の
介
護
が
で
き
る
」

と
、
毎
日
の
衣
食
の
習
慣
や

排
泄
の
介
護
の
例
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
認
知
症
の
方
の
世

界
に
入
り
込
ん
で
の
介
護
の
実

例
な
ど
、
自
分
の
身
体
を
使
い
、

姿
勢
を
変
え
、
目
線
を
低
く
し

て
の
、
実
践
的
で
分
か
り
や
す

い
お
話
で
し
た
。

市民の手づくりとなって４回目を数える『雨情の里音楽

祭２００７』が11月25日、市ふれあいセンターで開催され

ました。第１部の音楽発表会では、市内、市外から幼稚

園児も含め12グループが参加。 第２部では、脚本・演

出、出演者もすべて市民の手によるプチミュージカル。

おとぎの国の様な雰囲気のなかでほろりと涙させる温か

いお話が楽しく披露されました。


